
 1 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
６

０
回

 

新
春
登
山

新
春
登
山

新
春
登
山

新
春
登
山
「「 「「
天
川
村

天
川
村

天
川
村

天
川
村
・・ ・・
天
和
山

天
和
山

天
和
山

天
和
山
(( (( Ⅲ

△
Ⅲ
△

Ⅲ
△

Ⅲ
△
1
2
8
4
.
8
m

1
2
8
4
.
8
m

1
2
8
4
.
8
m

1
2
8
4
.
8
m
、、 、、
点
名

点
名

点
名

点
名
；； ；；
川
瀬
峠

川
瀬
峠

川
瀬
峠

川
瀬
峠
)) )) 」」 」」

    

    下
見
山
行

下
見
山
行

下
見
山
行

下
見
山
行
 
◇

２
０

１
７

年
１

２
月

０
９

日
（

土
）

曇
り

 

１
１

月
に

事
務

局
か

ら
「

新
春

登
山

の
候

補
地

は
な

い
か

？
」

と
尋

ね
ら

 

れ
、
大

峰
山

脈
の

眺
望

が
随

一
と

言
わ

れ
て

い
る

天
川

村
の

天
和

山
(
て

ん
な

 

さ
ん

)を
提

案
し

た
と

こ
ろ

、
す

ん
な

り
と

決
ま

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

天
和

山
に

登
っ

た
の

は
、

２
０

年
ほ

ど
前

な
の

で
、

ル
ー

ト
の

確
認

に
行
 

く
こ

と
に

し
た

。
 

 
 

 
 

 

登
山

口
の

和
田

発
電

所
 

 
 

 
尾

根
を

直
登

 
 

 
 

 
 

 
川

瀬
峠

に
到

着
 

 

五
條

市
の

宗
川

野
か

ら
勢

井
を

経
由

し
て

、
R
3
0
9
の

新
川

合
ト

ン
ネ

ル
北

 

に
出

る
。
R
3
0
9
に

は
少

し
だ

が
積

雪
が

あ
っ

た
。
新

川
合

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
 

る
と

、
路

面
は

白
く

な
っ

て
川

合
の

三
差

路
も

雪
が

残
っ

て
い

た
。

川
合

か
 

ら
和

田
発

電
所

に
向

か
っ

て
い

く
と

、
徐

々
に

積
雪

は
無

く
な

り
和

田
発

電
 

所
前

の
道

路
は

乾
燥

し
て

い
た

。
 

橋
を

渡
り

、
登

り
出

し
て

し
ば

ら
く

は
雪

が
な

か
っ

た
が

、
N
o
.
3
2
鉄

塔
 

を
過

ぎ
た

辺
り

か
ら

完
全

に
積

雪
の

登
山

路
に

な
っ

た
。

 

ア
イ

ゼ
ン

を
付

け
よ

う
か

と
迷

い
な

が
ら

N
o
.
3
1
鉄

塔
ま

で
ゆ

っ
く

り
登

 

っ
た

が
、

急
登

に
耐

え
か

ね
て

此
処

で
ア

イ
ゼ

ン
装

着
。

 

P
1
1
8
3
m
ま

で
の

尾
根

を
登

り
詰

め
て

、
川

瀬
峠

へ
と

下
る

。
雪

は
降

っ
て

 

な
い

が
曇

り
で

眺
望

は
な

い
。

気
温

も
マ

イ
ナ

ス
３

℃
ほ

ど
で

、
風

が
弱

い
 

の
で

寒
さ

は
あ

ま
り

感
じ

な
い

。
 

 
 

 
 

 

山
頂

手
前

の
着

雪
尾

根
 

 
 

 
天

和
山

の
三

角
点

と
山

頂
標

識
 

 川
瀬

峠
か

ら
４

５
分

か
け

て
天

和
山

山
頂

に
到

着
。

川
瀬

峠
か

ら
の

積
雪

 

は
約

２
０

㎝
あ

っ
て

、
足

元
を

確
認

し
な

が
ら

歩
い

た
の

で
、

少
し

時
間

が
 

か
か

っ
た

。
山

頂
か

ら
は

、
東

西
南

北
す

べ
て

真
っ

白
で

何
も

見
え

な
い

。
 

天
候

が
回

復
す

る
気

配
も

な
い

の
で

、
写

真
を

撮
っ

て
す

ぐ
に

、
来

た
道

 

を
引

き
返

し
た

。
昼

食
は

歩
き

な
が

ら
お

に
ぎ

り
３

個
で

済
ま

せ
た

。
 

下
り

は
休

ま
ず

降
り

て
丁

度
２

時
間

、
登

り
は

約
３

時
間

半
だ

っ
た

。
 

ル
ー

ト
は

、
天

川
村

和
田

と
大

塔
村

篠
原

を
結

ぶ
昔

の
生

活
道

で
、

現
在

は
 

関
電

の
送

電
線

巡
視

路
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

道
は

、
は

っ
き

り
し

て
 

い
て

、
危

険
な

と
こ

ろ
も

無
い

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

和
田

発
電

所
(
登

山
口

)
0
8
:
2
5
→

1
1
:
0
0
川

瀬
峠

→
1
1
:
5
0
天

和
山

1
1
:
5
5
→

1
2
:
3
1
川

瀬
峠

→
1
3
:
5
6
和

田
発

電
所

(
登

山
口

)
。
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◇
２

０
１

８
年

０
１

月
０

３
日

（
水

）
 

曇
り

後
雪

し
ぐ

れ
 

◇
参

加
者
；
川
島

 
功

、
濱

野
兼
吉

、
沖
﨑
吉
信

、
畑
林
清
子

、
中

前
 
偉
、

上
村
洋
司
・

和
美

、
乾

 
克
己

、
梅
谷
清
二

、
加
藤
洋
子

、
 

福
田
克
憲

、
梶

野
照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

２
名

。
 

 

前
日

に
沖
﨑

さ
ん

か
ら

「
８

時
半

に
和

田
発

電
所

到
着
予
定

」
と
連
絡

が
 

有
っ

た
の

で
、
６

時
１

５
分

に
家

を
出

た
。
R
3
0
9
に

も
積

雪
は

な
く

、
８

時
 

１
０

分
に

和
田

発
電

所
前

に
到

着
、

和
田
郵
便

局
の
隣

に
車

を
止

め
て
靴

を
 

履
き
替

え
て

い
る

と
、

白
い
乗
用
車

が
坂
本
方

向
か

ら
や

っ
て

き
て

、
発

電
 

所
前

の
道

路
脇

に
止

ま
っ

た
。
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

の
行

事
案
内

を
見

て
初

参
加

 

さ
れ

た
座

間
市

の
福

田
さ

ん
で

、
新

宮
市

出
身

で
お
母

さ
ん

が
当

ぐ
る

ー
ぷ

 

活
動

に
参

加
し

て
い

た
と

の
事

。
 

猿
谷
ダ
ム

辺
り

で
、

雪
が
激

し
く

降
り
瞬

く
間

に
路

面
が

白
く

な
り

、
県

 

道
5
3
号

線
に
入

り
川
沿

い
に
辿

る
に
つ

れ
、

雪
が

な
く

な
っ

た
と

８
時

２
 

０
分
沖
﨑

(
上

村
夫
妻
・
畑
林
同
乗

)
、
中

前
車

(
川
島
・
濱

野
同
乗

)
が

到
着

。
 

乾
車

(
初

参
加

の
梅
谷
・

加
藤
同
乗

)
は

８
時

２
５

分
の

到
着

だ
っ

た
。
途

 

中
、
橿

原
神

宮
初
詣

の
渋
滞

で
通

過
に

３
０

分
か

か
っ

て
し

ま
っ

た
そ

う
だ

。
 

 
 

 
 

 

全
員

到
着

 
 

 
 

 
 

 
メ

ン
バ

ー
の

紹
介

 
 

 
 

N
o
.
3
3
鉄

塔
で

着
衣

調
整

 

 

全
員

が
揃

っ
て

、
発

電
所

前
で
メ

ン
バ

ー
の
紹
介

(
初

参
加

の
梅
谷
・
加
藤
・
 

福
田

)
と

ル
ー

ト
の
簡
単

な
説
明

を
し

た
後

歩
き
始

め
た

。
 

先
月

に
下

見
し

た
時

よ
り

も
雪

は
少

な
く

な
っ

て
い

る
。
杉
植
林
帯

の
モ

 

ノ
レ

ー
ル
横

の
掘

れ
込

ん
だ

生
活

道
を
辿

る
が

、
先
頭
・

乾
さ

ん
の

ス
ピ

ー
 

ド
が
速

く
、

付
い

て
行

く
と

す
ぐ

に
汗

を
か

く
。

N
o
.
3
3
鉄

塔
で

着
衣

の
調

 

整
。
殆

ん
ど

の
人

が
上

着
を
脱

い
だ

が
、

し
ば

ら
く

し
て
小

さ
な
霰

が
降

り
 

出
し

、
ま

た
上

着
を

着
な

く
て

は
な

ら
な

い
様

に
な

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

吹
雪

の
中

を
 

 
 

 
 

川
瀬

峠
・

風
に

背
を

向
け

休
憩

 
 

 
山

頂
に

到
着

 

 

登
る

に
つ

れ
て
霰

が
雪

に
変

わ
り

、
風

も
強

く
な

っ
て

気
温

が
下

が
っ

て
 

き
た

。
急

登
が
始

ま
る
手

前
の

N
o
.
3
2
鉄

塔
で

ア
イ

ゼ
ン

を
装

着
。

積
雪

は
 

少
な

い
が
滑

る
心

配
が

少
な

い
の

で
ち
ょ

っ
と
安
心

で
き

る
。

 

 
こ

の
コ

ー
ス

で
最

も
き
つ

い
尾

根
道

を
登

り
N
o
.
3
1
鉄

塔
で
小

休
止

。
 

N
0
.
3
0
鉄

塔
手

前
か

ら
尾

根
を

回
り
込
み

鉄
塔
上

の
尾

根
道

に
登

り
、
人
数

 

を
確

認
す

る
と
沖
﨑
・

乾
さ

ん
が
追

い
着

い
て

来
な

い
が
先

行
す

る
。

 

 
尾

根
を

登
り
切

っ
て

P
1
1
8
3
m
を

経
て

下
っ

て
N
o
.
2
9
鉄

塔
を
通

り
川

瀬
峠

 

迄
、

ほ
ぼ
同

じ
ペ

ー
ス

で
進
む

。
風

は
ま

す
ま

す
強

く
な

っ
て

、
風
上

に
顔

 

を
向

け
る

と
、

雪
が
顔

に
当

た
っ

て
痛

さ
を

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。
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気
温

は
マ

イ
ナ

ス
７

℃
に

下
が

っ
て

い
る

。
川

瀬
峠

に
到

着
、

休
憩

も
立

っ
 

た
ま

ま
で

風
に
背

を
向

け
て
小

休
止

。
長

い
時

間
休

ん
で

い
る

と
体

が
冷

え
 

て
し

ま
う

の
で

、
最

後
尾

が
見

え
た

時
点

で
山

頂
へ

と
歩

き
始

め
た

。
 

１
１

時
５

０
分

全
員

が
天

和
山

山
頂

に
到

着
。
中

前
さ

ん
が
担

ぎ
上
げ

て
 

下
さ

っ
た

新
春

登
山

の
山

頂
標
識

と
国
旗

を
設
置

。
恒
例

の
万
歳

三
唱

の
後

、
 

お
神
酒

が
振
舞

わ
れ

乾
杯

し
た

。
 

 
 

 
 

 

山
頂

標
識

設
置

と
国

旗
 

 
 

今
西

先
生

流
の

万
歳

三
唱

 
 

お
神

酒
の

ふ
る

ま
い

 

 
 

 
 

 

シ
ー

ト
を

張
り

昼
食

 
 

 
弥

山
・

八
経

ヶ
岳

は
見

え
ず

 
 

全
員

で
記

念
撮

影
 

山
頂

で
は

、
吹

雪
と
低

温
で

ゆ
っ

く
り

と
は

で
き

ず
、

東
側

へ
少

し
下

っ
 

て
、

風
除

け
の
シ

ー
ト

を
張

り
昼

食
に

す
る

。
濱

野
さ

ん
が
重

い
シ

ー
ト

を
 

担
ぎ
上
げ

て
下

さ
っ

た
シ

ー
ト

の
お
陰

で
、
強

い
風

は
避

け
ら

れ
た

が
、
低
 

温
の

た
め
手
早

く
食

事
を

済
ま

せ
る

。
食

後
に

は
カ

ス
テ
ラ
や
饅
頭

の
デ
ザ

 

ー
ト

が
あ

っ
た

が
ゆ

っ
く

り
味

わ
う

と
こ

ろ
ま

で
は

い
か

な
か

っ
た

。
 

前
方

に
弥

山
、
八

経
ヶ
岳

、
明
星
ヶ
岳
等

の
大
パ
ノ
ラ

マ
が

見
渡

せ
る

は
 

ず
だ

が
、
薄
黒

い
雪
雲

に
覆

わ
れ

て
山

頂
部

は
全

く
見

え
ず

。
雲

が
流

れ
瞬

 

間
に

、
特
徴

の
あ

る
頂
仙
岳

と
聖
宝
谷

と
思

わ
れ

る
雪

原
が

確
認

出
来

た
だ

 

け
だ

っ
た

。
観
音

峰
は

よ
く

見
え

て
い

た
 

昼
食

後
、

風
除

け
の
シ

ー
ト

な
ど

を
撤
収

し
て

下
山
開
始

。
登

っ
て

来
た

 

時
よ

り
積

雪
が

少
し
増

え
て

い
る

。
N
o
.
3
1
で
小

休
止

後
、

乾
さ

ん
が
眼
鏡

 

を
無

く
し

た
と
思

わ
れ

る
ア

イ
ゼ

ン
装

着
地
点

を
捜

し
た

が
、
積

雪
等

で
見

 

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
各
自

、
適
宜

ア
イ

ゼ
ン

を
着
脱

し
て

、
１

５
時

に
和
 

田
発

電
所

(
登

山
口

)
に

全
員

無
事

到
着

し
、
簡
単

な
終
礼

後
に
解
散

し
た

。
 

 
 

 
 

 

下
山

中
の

ス
ナ

ッ
プ

写
真

 
 

 
 

 
 

和
田

発
電

所
に

無
事

下
山

 

 

今
回

は
、

天
気

が
悪

く
大

峰
山

脈
の

大
パ
ノ
ラ

マ
は

、
見

る
こ

と
が

出
来

 

な
か

っ
た

が
、
冬

の
良

く
晴

れ
た

日
に

は
素
晴

ら
し

い
眺

め
が

見
ら

れ
る
場

 

所
な

の
で

、
頭

の
片
隅

に
で

も
覚

え
て

お
い

て
、
再
挑
戦

し
て

頂
け

れ
ば

と
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思
い

ま
す

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

和
田

発
電

所
(
登

山
口

)
0
8
:
4
5
→

1
0
:
0
5
N
o
.
3
1
鉄

塔
1
0
:
1
5
→

N
o
.
3
0
鉄

塔
上

 

の
尾

根
1
0
:
3
5
→

P
1
1
8
3
m
1
0
:
5
0
→

1
0
:
0
0
川

瀬
峠

1
1
:
0
5
→

1
1
:
5
0
天

和
山

 

1
2
:
5
5
→

1
3
:
2
5
川

瀬
峠

→
N
o
3
1
鉄

塔
1
4
:
1
0
→

1
5
:
0
0
登

山
口

)
解
散

1
5
:
1
5
 

 
 

 

(
記

；
梶

野
)
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 


